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平
成
三
十
年
二
月
、
本
村
に
お
い
て
「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｂ
Ａ
国
際
自

然
文
化
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
８
」
を
開
催
し
、
外
山
川
場
村
長
の
基

調
講
演
で
「
川
場
村
の
三
十
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
中
で
は
「
川
場
村
新
拠
点
構
想
」
事
業
に
つ
い
て
も

触
れ
、
今
後
の
村
の
進
路
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
新
拠
点
構
想
」
と
は
何
か
。
本
村
で
は
、
昭
和
四
十
八

年
に
竣
工
し
た
現
庁
舎
を
建
て
替
え
、
新
庁
舎
周
辺
に
複
数
の
施

設
を
整
備
し
村
の
活
性
化
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
構
想
を

計
画
し
、
現
在
、
庁
舎
建
設
に
向
け
て
土
地
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
新
庁
舎
は
木
造
二
階
建
て
（
一
部
Ｒ
Ｃ
造
）、
隣
接
す
る

施
設
と
し
て
「
交
流
ホ
ー
ル
（
大
会
議
室
）」、「
学
習
館
」、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
設
」
を
整
備
し
、
別
棟
と
し
て
「
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
」

を
後
年
着
工
と
し
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
屋
根
に
取
り
付
け

る
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
よ
り
発
電
、
ま
た
、
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー

を
設
置
し
、各
施
設
へ
の
電
気
や
冷
熱
の
供
給
を
行
う
と
と
も
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
や
脱
炭
素
化
等
を
身
近
に
見
学
で
き
る

村
の
三
十
年
後
、
百
年
後
の
た
め
に
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よ
う
デ
ザ
イ
ン
し
、
村
の
小
中
学
生
や
世
田
谷
区
立
小
学
校
五
年

生
の
移
動
教
室
等
で
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
災
害
時
に
は
、
各
施
設
や
敷
地
内
の
広
場
に
住
民
等
を
避

難
さ
せ
、
安
心
し
て
避
難
生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
役
場
庁
舎
の
二
階
部
分
か
ら
は
渡
り
廊
下
を
整
備

し
、
こ
れ
ら
隣
接
す
る
施
設
を
繋
ぐ
こ
と
に
よ
り
動
線
や
利
便
性

の
向
上
と
、
景
観
の
確
保
を
実
現
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

今
後
の
構
想
と
し
て
、
大
学
や
民
間
企
業
の
研
究
施
設
や
農
業

施
設
、創
業
支
援
施
設
や
広
域
連
携
等
も
含
め
た
施
設
を
計
画
し
、

整
備
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
群
に
つ
い
て
は
、
国
が
現
在
進
め
て
い
る
「
地

方
創
生
」
の
目
的
を
川
場
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く

か
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
様
々
な
成
果
を
ど
の
よ
う
に
行
政
と

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
い
く
か
を
念
頭
に
お
き
、
こ
れ
か
ら
の
村
の

三
十
年
後
、
百
年
後
の
た
め
の
基
礎
と
考
え
実
行
し
て
い
く
予
定

で
す
。

�

（
川
場
村
む
ら
づ
く
り
振
興
課
　
角
田
　
雄
一
郎
）
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固
ま
っ
た
脱
炭
素
の
流
れ
と
次
の
一
手

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
　
上
席
研
究
員
　
藤
　
野
　
純
　
一

　

二
〇
二
一
年
八
月
に
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（
国
連
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
）
第
六
次
評
価
報
告
書　

第

一
次
作
業
部
会
報
告
書
（
自
然
科
学

的
根
拠
）
が
公
表
さ
れ
た
。
六
十
五

か
国
二
百
三
十
四
名
の
執
筆
者
（
主

に
科
学
者
）
が
約
四
年
の
年
月
を
か

け
て
約
一
四
〇
〇
〇
件
の
文
献
を

精
査
し
、
約
七
八
〇
〇
〇
件
の
レ

ビ
ュ
ー
コ
メ
ン
ト
に
対
応
し
て
作
成

し
た
報
告
書
案
を
、
日
本
を
含
む

百
九
十
五
か
国
の
政
府
が
採
択
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
産
業
革

命
前
（
一
八
五
〇
～
一
九
〇
〇
年

の
平
均
）
か
ら
の
温
暖
化
は
過
去

二
〇
〇
〇
年
以
上
前
例
の
無
い
も
の

で
あ
り
、
二
〇
一
一
～
二
〇
二
〇

年
（
十
年
平
均
）
で
は
既
に
産
業
革

命
前
に
比
べ
て
一
・
〇
九
℃
上
昇
し

た
が
、
も
し
自
然
起
源
の
要
因
（
太

陽
及
び
火
山
活
動
）
だ
け
な
ら
〇
・

〇
二
℃
の
上
昇
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ

と
（
図
１
）
な
ど
に
よ
り
、「
人
間

の
影
響
が
大
気
、
海
洋
及
び
陸
域
を

温
暖
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
に
は
疑
う

余
地
が
な
い
」
と
断
定
し
た
最
初
の

報
告
書
に
な
っ
た
（
今
ま
で
の
報
告

書
で
は
、「
可
能
性
が
極
め
て
高
い
」

な
ど
他
の
要
因
の
可
能
性
を
残
し
て

い
た
）。
な
お
、
こ
の
分
析
に
使
わ

れ
て
い
る
大
気
・
海
洋
結
合
モ
デ
ル

の
礎
を
構
築
さ
れ
た
の
が
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
真
鍋
淑
郎
博

士
で
あ
る
。

す
で
に
一
・
〇
九
℃
、

　

世
界
の
気
温
は
上
昇
し
て
い
る

（
二
〇
二
一
年
八
月
）

す
で
に
一
・
〇
九
℃
、

　

世
界
の
気
温
は
上
昇
し
て
い
る

１.

図１ 　過去2000年の温度上昇の様子と1850年
以降の温暖化の要因１）
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世
界
中
に
蔓
延
し
た
コ
ロ
ナ
（
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19
）
の
影
響
に
よ
り
一

年
延
期
し
て
実
開
催
さ
れ
た
国
連
気

候
変
動
枠
組
み
条
約
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
）
第
二
十
六
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
26
）
で
採
択
さ
れ
た
事
項
の
う

ち
、
現
地
参
加
し
て
い
た
筆
者
が
重

要
だ
と
思
う
も
の
に
つ
い
て
紙
面
の

許
す
範
囲
で
紹
介
し
た
い
。

　

一
つ
目
は
、
世
界
の
気
温
上
昇
の

目
標
が
二
℃
（
産
業
革
命
後
）
か
ら

一
・
五
℃
に
更
新
し
た
こ
と
で
あ
る

（
図
２
）。
二
〇
一
五
年
十
二
月
に
採

択
さ
れ
た
「
パ
リ
協
定
」
で
は
、
産

業
革
命
後
の
気
温
上
昇
を
二
℃
、
努

力
目
標
と
し
て
一
・
五
℃
以
内
に
抑

え
る
、
と
し
て
い
た
の
が
、
こ
の
六

年
間
の
科
学
的
知
見
と
国
内
外
の
議

論
に
よ
り
、
①
こ
れ
以
上
の
気
候
変

動
の
深
刻
な
影
響
を
避
け
る
た
め
に

目
標
を
一
・
五
℃
に
す
る
こ
と
、
②

そ
の
実
現
の
た
め
に
世
界
全
体
で
の

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
二
〇
三
〇
年
ま
で

に
四
五
％
削
減
す
る
こ
と
、
そ
し
て

③
二
〇
五
〇
年
頃
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

に
す
る
こ
と
が
「
グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候

合
意
」
に
明
記
さ
れ
た
。
二
℃
目
標

を
実
現
す
る
に
は
二
十
一
世
紀
末
頃

の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
が
求
め
ら
れ
て

い
た
の
が
、
一
・
五
℃
目
標
に
な
り

一
気
に
五
十
年
前
倒
し
に
な
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
（
既
に
一
・
〇
九
℃

上
が
っ
て
い
る
の
で
残
り
は
実
質
約

〇
・
四
℃
）。

　

二
つ
目
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
を
機
に
多

く
の
国
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
宣
言
し

た
こ
と
で
あ
る
。
既
に
百
か
国
以
上

の
国
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
を
し

て
い
る
が
、
筆
者
に
と
っ
て
印
象

的
だ
っ
た
の
は
、
菅
義
偉
前
首
相

が
二
〇
二
〇
年
十
月
二
十
六
日
に

二
〇
五
〇
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
を

所
信
表
明
演
説
で
行
う
約
一
か
月

前
の
二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
二
日
に

中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
が
国
連
総

会
に
お
い
て
二
〇
六
〇
年
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
を
宣
言
し
た
こ
と
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26

の
最
初
の
二
日
間
で
あ
る
二
〇
二
一

年
十
一
月
一
日
・
二
日
に
開
催
さ
れ

た
世
界
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
サ
ミ
ッ
ト
に

お
い
て
イ
ン
ド
の
ナ
レ
ン
ド
ラ
・
モ

デ
ィ
首
相
が
二
〇
七
〇
年
で
は
あ
る

が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
し
た
こ
と
、

ま
た
小
生
が
国
や
自
治
体
の
温
暖
化

対
策
支
援
を
続
け
て
き
た
ベ
ト
ナ
ム

の
フ
ァ
ム
・
ミ
ン
・
チ
ン
首
相
が

図２ 　2021年11月に採択されたグラスゴー気候合意の
一部２）

英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
行
わ
れ
た

　
　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
決
ま
っ
た
こ
と

（
二
〇
二
一
年
十
一
月
）

英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
行
わ
れ
た

　
　

Ｃ
Ｏ
Ｐ

２.

6令和４年１月１日発行 ⃞
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二
〇
五
〇
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
を

行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

三
つ
目
は
、
石
炭
火
力
発
電
の
削

減
含
め
具
体
的
な
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ

が
明
記
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
パ
リ

協
定
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
石
炭

の
利
用
規
制
が
初
め
て
合
意
文
書
の

中
で
明
示
さ
れ
、
石
炭
を
含
む
化
石

燃
料
が
地
下
に
ま
だ
あ
ろ
う
と
も
気

候
影
響
の
要
請
に
よ
り
使
え
な
い

よ
う
に
す
る
道
筋
の
端
緒
が
開
か
れ

た
。ま
た
、国
以
外
の
多
く
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
、
ビ
ジ

ネ
ス
や
自
治
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ユ
ー
ス

な
ど
）
が
集
ま
り
、
様
々
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
間
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に

向
け
た
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
（
再
エ
ネ

や
交
通
、
金
融
、
自
然
・
生
態
系
な

ど
）
が
形
成
さ
れ
た
。
特
に
将
来
を

担
う
ユ
ー
ス
の
参
加
が
目
立
っ
た
会

合
だ
っ
た
。

プロフィール

藤野　純一（ふじの　じゅんいち）
地球環境戦略研究機関　上席研究員

　東京大学博士課程（電気工学）修了。2000年国立環境研究所入所。

「2050年低炭素社会シナリオ研究」の幹事を務め、CO2削減に関

する政府の委員会に参画。2010年秋からは環境未来都市の委員と

して自治体を支援。現在はアジアの国や都市の脱炭素化・SDGs

実施に関与。2019年４月からIGESに移籍。気候変動のCOPには

COP11から継続して出席。SDGsの世界大会の国連ハイレベル政

治フォーラムには2018年から参加。主著書・監修に「低炭素社会

に向けた12の方策」（日刊工業新聞社）、「マンガでわかる脱炭素」

（池田書店）等。

　

二
〇
二
〇
年
十
二
月
に
「
ぐ
ん
ま

５
つ
の
ゼ
ロ
」
宣
言
に
て
二
〇
五
〇

年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
宣
言
し
た
群
馬

県
お
よ
び
県
下
の
自
治
体
の
と
る
べ

き
次
の
一
手
は
何
だ
ろ
う
か
？
筆
者

の
意
見
は
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し

地
域
を
良
く
す
る
こ
と
と
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
の
実
現
を
一
体
化
す
る
ル
ー

ル
・
仕
組
み
・
施
策
（
予
算
）
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
隗
よ
り
始
め
ら
れ
る
こ
と

は
、
公
共
施
設
の
新
築
・
改
修
の
際

の
高
断
熱
高
気
密
化
に
よ
る
健
康
な

空
間
づ
く
り
と
徹
底
的
な
省
エ
ネ
、

そ
し
て
再
エ
ネ
導
入
、
自
動
車
を
含

む
公
共
調
達
に
よ
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

化
で
あ
る
。
ま
た
、
住
宅
や
オ
フ
ィ

ス
の
健
康
省
エ
ネ
化
（
お
よ
び
光
熱

費
の
見
え
る
化
に
よ
る
削
減
）
の
支

援
と
災
害
時
の
地
域
の
拠
点
化
を
同

時
に
進
め
る
こ
と
で
平
時
と
非
常
時

で
も
ｗ
ｉ
ｎ
︱
ｗ
ｉ
ｎ
な
取
り
組
み

を
進
め
て
行
く
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
若
も
の
（
ユ
ー
ス
）
の

参
加
が
欠
か
せ
な
い
。
気
温
の
上
昇

は
今
ま
で
大
気
に
放
出
し
た
Ｃ
Ｏ
２

の
累
積
排
出
量
と
ほ
ぼ
比
例
関
係
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
が
、
そ

れ
が
意
味
す
る
こ
と
は
、
①
Ｃ
Ｏ
２

を
ほ
と
ん
ど
出
さ
な
い
地
域
で
も
他

の
国
が
排
出
し
た
Ｃ
Ｏ
２

に
よ
り
大

き
な
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
（
地
理
的
な
不
公

平
性
）、
②
過
去
に
出
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２

が
将
来
の
気
温
上
昇
を
含
む
気
候
変

動
の
主
因
に
な
る
こ
と
（
世
代
間
の

不
公
平
性
）、
で
あ
る
。
過
去
や
現

在
の
決
定
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受

け
な
が
ら
将
来
の
地
域
を
創
る
中
核

を
担
う
若
も
の
が
現
時
点
で
の
意
思

決
定
プ
ロ
セ
ス
に
有
意
義
な
形
で
参

加
し
、
そ
れ
を
現
役
世
代
の
大
人
が

支
え
つ
つ
然
る
べ
き
責
任
を
果
た
し

な
が
ら
な
ん
と
か
結
果
を
出
し
て
い

く
こ
と
が
、
群
馬
に
と
っ
て
、
そ
し

て
日
本
、
世
界
に
と
っ
て
大
事
な
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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